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2018年2月期 第1四半期 決算サマリー 

連結業績 

売上収益 286億円 

営業利益 23億円 

12億円 

前年同期比 

前年同期比 

前年同期比 

  6.7% 

▲1.8% 

▲8.6% 

新センター稼働に伴うコスト増加 

旧BBコール業務の増加 売上収益は堅調に拡大 

人件費増加の影響 

親会社の所有者に 

帰属する四半期利益 

売上収益は、既存業務の着実な成長に加え、旧BBコールも増加し、堅調に拡大。
一方、利益については、人件費の増加、新センター稼働に伴うコスト増加等により、
前年同期比減少。 
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2016年2月期

2017年2月期

1Q

2018年2月期

1Q

対前年同期

増減額
同左増減率

売上収益 26,779     28,561    1,782 6.7% 116,100 24.6%

CRM事業 24,932     26,820    1,888 7.6% － －

≪既存業務≫+≪新規業務等≫ 19,166     20,732    1,566 8.2% － －

≪既存（旧BBコール）≫ 3,535       3,912      377 10.7% － －

スポット業務 2,231       2,176      ▲ 55 ▲2.5% － －

その他 1,847       1,741      ▲ 106 ▲5.7% － －

営業利益 2,293       2,251      ▲ 42 ▲1.8% 9,300 24.2%

CRM事業 2,207       2,082      ▲ 125 ▲5.6% － －

その他 86            169         83 95.8% － －

親会社の所有者に帰属する四半期利益 1,334       1,220      ▲ 114 ▲8.6% 5,310 23.0%

通期見通し 進捗率

継続業務

2018年2月期 第1四半期 決算概要 

（百万円） 

売上収益、営業利益、親会社の所有者に帰属する四半期利益とも、通期見通しに対して
はほぼ想定通りに推移。 



4 4 

25,328  

26,189  
26,779  

27,487  
26,956  

27,694  
28,561  

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

単四半期毎の売上収益、営業利益の推移 

（百万円） 

売上収益 

2017年2月期 

2017年2月期 

2016年2月期 

2016年2月期 

2018年2月期 

2018年2月期 

（百万円） 

1,846  

2,391  2,293  
1,996  

1,765  
2,118  2,251  

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

営業利益 
営業利益率 

7.9％ 7.6％ 6.5％ 7.3％ 8.6％ 9.1％ 7.3％ 
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2018年2月期 第1四半期 売上収益（vs対前年同期） 

3.8

15.7

2018年2月期 
第1四半期 
売上収益 

 

その他 

285.6 -1.1 

スポット業務 《既存業務》 ＋
《新規業務等》 

-0.6 

《既存（旧BB 
  コール）業務》 

2017年2月期 
第1四半期 
売上収益 

267.8 

(億円) 

既存業務の着実な成長に加え、旧BBコール業務も増加。 
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2018年2月期 第1四半期 営業利益（vs対前年同期） 

2.0

2.6

調整項目等 
一時費用の

減少 

0.1 

2017年2月期
第1四半期 
営業利益 

収益性改善等 増収効果 2018年2月期
第1四半期 
営業利益 

 

人件費の影響 

-2.0 

人材・新領域
への投資、及
び先行投資 

22.5 

その他の影響 

-1.0 

-2.1 

22.9 

（億円） 

人件費上昇 T4・派遣人件費増加 △205

賃料増加・設備設営費用 △59

DD費用 for CTCFC △12
未配賦(センター費用振り切れていない) △130
追加ボーナス △99
旅費・交通費 △17
執行役員規定変更 △16
外形標準課税影響 △37
設備費 △9
その他(販管費以外) △6
その他販管費増加 △13
広告宣伝費減少 ＋106
その他IFRS調整 ＋28
☆売上総利益悪化(非効率化？) △115
☆販管費の内人件費増加 △102

△96

人材・新領域への
投資、及び先行投資

その他の影響

案1：その他に加算
案2：人件費(販管費)
を人件費に加算
案3：収益改善を減額

価格適正化の
取組み等 

人件費および 
社会保険費用等 

新規センターの 
先行コスト等 

増収効果・収益性改善が増益要因。一方、人件費は引き続き増加するも計画を下回る。
新規センターの先行コスト等は計画通り。 



7 7 

本中期経営計画の位置付け 2018年2月期 第1四半期 業種別売上（vs対前年同期） 

金融 

流通 
（小売・卸売） 

放送・出版・
情報サービス 

運輸・通信 

製造 
電気・ガス 
・水道等 

その他 

※当社CRM事業の売上収益上位300社 
（旧BBコールを除く）を対象としております 

2017年2月期 
1Q 

2018年2月期 
1Q 

業種別売上収益※の推移（旧BBコール分を除く） 
（2017年2月期 1Q vs 2018年2月期 1Q） 

105.8% 

99.9% 

110.6% 

132.7% 

104.8% 
99.2% 

112.9% 

合計 / 201702期1Q 合計 / 201802期1Q

その他 672.5 759.1 112.9%

電気・ガス・水道・熱供給業 504.4 500.4 99.2%

製造業 1427.3 1495.5 104.8%

運輸・通信業 1968.1 2611.3 132.7%

卸売・小売業，飲食店 4548.6 5028.9 110.6%

金融・保険業 4439.9 4436.5 99.9%

情報サービス業 6286.8 6650.8 105.8%

運輸・通信、流通業において、売上収益が増加。 

何が下がったか？ 
確認 
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 人事制度改定に着手 

 沖縄で保育所を開設 

 ダイバーシティ活動の推進 

 

 BellCloud AI for SNS発表 

 SanSanとの新たなBPO開始 

 CTCファーストコンタクトとの連携 

 

 既存クライアントにおける売上増 

 伊藤忠シナジーの継続的成長 

2018年2月期 第1四半期 トピックス 

2.新領域での拡大 

3.人材マネジメントの高度化 

1. 従来ビジネスの拡大 
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従来ビジネスの拡大 

2017年2月期 

1Q（3カ月） 

2017年2月期 

2Q（3カ月） 

2017年2月期 

3Q（3カ月） 

2017年2月期 

4Q（3カ月） 

2018年2月期 

1Q（3カ月） 

14.2億円 

18.4億円 
20.3億円 19.6億円 

21.8億円 

既存クライアントとの取引は、ほぼすべての業種において
拡大(P7ご参照)。 
 

また伊藤忠シナジーは、新規クライアントからの業務も含
め、着実に売上収益増加。（スポット業務を含む） 

【伊藤忠シナジーの推移】 
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新領域での拡大 

「LINE」向けに、AIを活用したソリューション 

『BellCloud AI for SNS』提供開始 

「LINE カスタマーコネクト」上で、消費者からのチャットでの問

い合わせに対し、「BellCloud AI」にIBM Watson日本語

版を搭載した新たなソリューション「BellCloud AI for SNS」

の提供を開始。 

CTCと連携し、Sansan活用支援のBPOサービス 

「Sansan uFollow」を提供開始 

CTCと連携し、Sansanが提供する法人向けクラウド名刺管

理サービス「Sansan」に対応したBPOサービス「Sansan 

uFollow」の提供を開始。Sansanのライセンス提供や関連

システムの構築と併せて、利用組織に対して必要な運用業

務をサポート。 

■『BellCloud AI for SNS』サービスイメージ 
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新領域での拡大 

CTCファーストコンタクト合弁会社化 
CTCとの提携強化によりBPOビジネスを拡大 

CTCの100％子会社でコンタクトセンターなど運営するCTC

ファーストコンタクト株式会社の株式51％を取得し、合弁会

社化、BPO分野での連携強化により、ビジネス拡大を推進。 

CTCのIT技術を組み入れたBPO事業、CTCファーストコンタ

クトの持つ高品質なサービスデスク・ナレッジの運用メソッドを、

AI等の新技術を活用した「Advanced CRM」「Advanced 

BPO」に活用。 

ベトナムの「Hoa Sao社」へ出資し、 
同国での事業を開始 
現地向けおよび日本国内向け、AI等も活用 

ベトナム国内、コンタクトセンター専業として最大手のHoa 

Saoへ49％の出資を完了。ベトナム人コミュニケーターによる

AIを活用した日本国内向けの日本語eメール対応を開始。

新技術を活用したチャットや電話対応などのオムニチャネル化

を推進。 
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人材マネジメントの高度化 

育児と仕事の両立支援を目的に、 

沖縄豊崎センター内に企業内保育所 
『ベルキッズ とよさき保育園』開設 

勤務先に保育所を併設し、従業員の復職を後押しするととも

に、多様な働き方の実現を推進。月額保育料を市場の約3

分の1に抑え、経済面でも従業員を支援。現在、9名の従業

員が利用中。また、新たな保育所の開設も検討。 

「働き方改革」「AI等の新技術」を探求する 
社内コミュニティ活動を開始 

中期経営計画における「新領域での拡大」「人材マネジメント

の高度化」実現の為、部門の枠を超えて「AI」「働き方改革」

「キャリア形成」等、それぞれの領域を探求する新たなコミュニ

ティ活動「スリー エム シー」を開始。 
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本説明および参考資料の内容には、将来の当社業績に関す

る見通しが含まれていますが、これらは現在入手可能な情

報から得られた当社の判断にもとづくものであり、その実

現には潜在的リスクや不確実性を含んでいます。実際の業

績は、これら業績に関する見通しとは大きく異なる結果と

なる可能性があることをご承知おきください。 

© 2017 BELLSYSTEM24 Holdings, Inc. 

ご注意 


